
サービスプロファイル更新の遅延展開

この章は、次の項で構成されています。

• サービスプロファイルの遅延展開, 1 ページ

• スケジュールの設定, 5 ページ

• メンテナンスポリシーの設定, 10 ページ

• 保留アクティビティの管理, 12 ページ

サービスプロファイルの遅延展開
サービスプロファイルの変更の一部、またはサービスプロファイルテンプレートの更新は、中

断をともなうことや、サーバのリブートが必要になることがあります。ただし、これらの中断を

ともなう設定変更をいつ実行するかを、遅延展開によって制御できます。たとえば、サービスプ

ロファイルの変更をすぐに展開するか、指定されたメンテナンス時間帯に展開するかを選択でき

ます。また、サービスプロファイルの展開にユーザの明示的な確認応答が必要かどうかを選択で

きます。

遅延展開は、サーバとサービスプロファイルとの関連付けによって発生するすべての設定変更に

使用できます。これらの設定変更は、サービスプロファイルへの変更、サービスプロファイル

に含まれるポリシーへの変更、更新サービスプロファイルテンプレートへの変更によってプロン

プト表示される場合があります。たとえば、サーバ BIOS、RAIDコントローラ、ホスト HBA、
ネットワークアダプタなどのホストファームウェアパッケージや管理ファームウェアパッケー

ジによって、ファームウェアのアップグレードおよびアクティブ化を延期することもできます。

ただし、CiscoUCSManager、ファブリックインターコネクト、I/Oモジュールなど、ファームウェ
アパッケージを使用しないコンポーネントのファームウェアイメージの直接展開を遅延させるこ

とはできません。

遅延展開は、サーバのリブートを必要とする次のアクションに使用できません。

•サーバのサービスプロファイルの最初の関連付け

•サービスプロファイルと別のサーバを関連付けない、サービスプロファイルのサーバから
の関連付けの最終解除
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•サーバの解放

•サーバの再認識

•サーバのリセット

サービスプロファイル変更の展開を遅延させる場合、1つ以上のメンテナンスポリシーを設定
し、各サービスプロファイルにメンテナンスポリシーを設定する必要があります。展開が発生

する時間帯を指定する場合、1つ以上の繰り返しオカレンスまたはワンタイムオカレンスを持つ
スケジュールを少なくとも 1つ作成し、そのスケジュールをメンテナンスポリシーに含める必要
があります。

遅延展開スケジュール

スケジュールには、一連のオカレンスが含まれます。これらのオカレンスは、1回だけ発生させ
るか、または毎週指定した日時に繰り返し発生させることができます。オカレンスの時間長や実

行されるタスクの最大数といった、オカレンスで定義されるオプションにより、サービスプロ

ファイルの変更が展開されるかどうかが決まります。たとえば、最大時間長またはタスク数に達

したため特定のメンテナンス時間帯に変更を展開できない場合、この展開は次のメンテナンス時

間に持ち越されます。

各スケジュールは、Cisco UCSドメインが 1つまたは複数のメンテナンス時間に入っているかど
うか、定期的に確認します。入っている場合、スケジュールはメンテナンスポリシーで指定され

た制限に対し適切な展開を実行します。

スケジュールには、スケジュールに関連付けられたメンテナンス時間を決定する 1つ以上のオカ
レンスが含まれています。オカレンスは次のいずれかになります。

ワンタイムオカレンス

ワンタイムオカレンスは、単一のメンテナンス時間を定義します。これらの時間帯は、そ

の時間帯の最大時間長まで、または時間帯の中で実行可能なタスクの最大数に達するまで継

続されます。

繰り返しオカレンス

繰り返しオカレンスは、一連のメンテナンス時間を定義します。これらの時間帯は、タス

クの最大数に達するまで、またはオカレンスに指定された日の終わりに達するまで継続しま

す。

メンテナンスポリシー

メンテナンスポリシーは、サーバに関連付けられたサービスプロファイル、または 1つ以上の
サービスプロファイルに関連付けられた更新中のサービスプロファイルに対して、サーバのリ

ブートが必要になるような変更が加えられた場合のCiscoUCSManagerの対処方法を定義します。

メンテナンスポリシーは、Cisco UCS Managerでのサービスプロファイルの変更の展開方法を指
定します。展開は、次のいずれかの方法で実行されます。
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•即時

•ユーザが管理者権限で承認したときに実行する

•スケジュールで指定された時間に自動的に実行する

スケジュール済みのメンテナンスウィンドウ中に変更を展開するように設定されているメンテナ

ンスポリシーでは、ポリシーに有効なスケジュールが含まれていることが必要です。この場合、

最初に使用可能なメンテナンスウィンドウ中に変更が展開されます。

メンテナンスポリシーでは、関連付けられたサービスプロファイルに設定変更が加えられた

場合に、サーバの即時リブートは回避できますが、次のアクションの即時実行は回避されま

せん。

（注）

•関連付けられたサービスプロファイルのシステムからの削除

•サーバプロファイルのサーバからの関連付けの解除

•サービスポリシーを使用しないファームウェアアップグレードの直接インストール

•サーバのリセット

保留アクティビティ

Cisco UCSドメインで遅延展開を設定すると、Cisco UCS Managerを使用して保留中のアクティビ
ティすべてを表示することができます。ユーザの確認応答を待っているアクティビティと、スケ

ジュールされたアクティビティを表示できます。

Cisco UCSドメインドメインに保留中のアクティビティがある場合、Cisco UCSManager GUIは管
理者権限を持つユーザがログインしたときに通知します。

Cisco UCS Managerは、すべての保留アクティビティについて次のような情報を表示します。

•展開され、サーバに関連付けられているサービスプロファイルの名前

•展開の影響を受けるサーバ

•展開により発生する中断

•展開によって実行される変更

特定の保留アクティビティをサーバに適用するメンテナンス時間帯を指定することはできませ

ん。メンテナンス時間帯は、保留アクティビティの数およびサービスプロファイルに割り当

てられているメンテナンスポリシーに応じて変化します。ただし、保留アクティビティがユー

ザの確認応答またはメンテナンス時間帯のいずれを待っているかにかかわらず、管理者権限を

持つユーザは、手動で保留アクティビティを開始して、ただちにサーバをリブートできます。

（注）
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遅延展開に関するガイドラインおよび制限事項

サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートへのすべての変更を元に戻すこ

とはできない

保留中の変更をキャンセルする場合、Cisco UCS Managerはサーバを再起動せずに変更のロール
バックを試みます。ただし、複雑な変更を行った場合、Cisco UCS Managerは変更のロールバッ
クのためサーバを 2回リブートしなければならない場合があります。たとえば、vNICを削除す
ると、Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに含まれているメンテナンスポリシーに従っ
てサーバをリブートします。サービスプロファイルで元の vNICを復元しても、この再起動およ
び変更はキャンセルできません。代わりに、CiscoUCSManagerは 2回目の展開とサーバのリブー
トをスケジュールします。

サービスプロファイルの関連付けはメンテナンス時間の境界を超えてもよい

Cisco UCS Managerがサービスプロファイルの関連付けを開始した後、スケジューラとメンテナ
ンスポリシーは手順を制御する方法を持っていません。サービスプロファイルの関連付けが割

り当てられたメンテナンス時間に完了しない場合、プロセスが完了するまで続行されます。たと

えば、いくつかの段階の再試行やその他の問題のため、関連付けが完了しなかった場合に発生す

ることがあります。

保留中のアクティビティの順序を指定できない

スケジュールされた展開は、独立して並行実行されます。展開が発生する順序は指定できませ

ん。また、あるサービスプロファイルの変更を他のものの完了を条件として実行することもでき

ません。

保留中のアクティビティの部分的な展開を実行できない

Cisco UCS Managerは、サーバプロファイルに加えられたすべての変更をスケジュールされたメ
ンテナンス時間に適用します。サービスプロファイルに複数の変更を加えた後にそれらの変更を

別々のメンテナンス時間に振り分けることはできません。サービスプロファイルの変更を展開す

るとき、Cisco UCS Managerはデータベース内の最新の設定に一致するようにサービスプロファ
イルを更新します。
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スケジュールの設定

Creating a Schedule

手順

目的コマンドまたはアクション

Enters system mode.UCS-A# scope systemステップ 1   

Creates a scheduler and enters scheduler
mode.

UCS-A /system # create scheduler
sched-name

ステップ 2   

Commits the transaction to the system
configuration.

UCS-A /system/scheduler # commit-bufferステップ 3   

The following example creates a scheduler called maintenancesched and commits the transaction:
UCS-A# scope system
UCS-A /system # create scheduler maintenancesched
UCS-A /system/scheduler* # commit-buffer
UCS-A /system/scheduler #

次の作業

Create a one time occurrence or recurring occurrence for the schedule.

スケジュールへのワンタイムオカレンスの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   

スケジューラシステムモードを開始しま

す。

UCS-A /system # scope schedule
sched-name

ステップ 2   

ワンタイムオカレンスを作成します。UCS-A /system/scheduler # create
occurrence one-time occurrence-name

ステップ 3   

このオカレンスを実行する日時を設定しま

す。

UCS-A /system/scheduler/one-time # set
date month day-of-month year hour
minute

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

このオカレンスの間に同時実行可能なタス

クの最大数を設定します。

UCS-A /system/scheduler/one-time # set
concur-tasks {unlimited |
max-num-concur-tasks

ステップ 5   

タスクの最大数に達すると、スケジューラ

は新しいタスクをスケジュールする前に、

[minimum interval]プロパティで設定された
時間だけ待機します。

（任意）

このスケジュールオカレンスが実行可能な

時間の最大長を設定します。CiscoUCSは、

UCS-A /system/scheduler/one-time # set
max-duration {none | num-of-days
num-of-hours num-of-minutes
num-of-seconds}

ステップ 6   

指定された時間内にできるだけ多くのスケ

ジュールタスクを完了します。

（任意）

システムが新しいタスクを開始するまで待

機する時間の最小長を設定します。

UCS-A /system/scheduler/one-time # set
min-interval {none | num-of-days
num-of-hours num-of-minutes
num-of-seconds}

ステップ 7   

（任意）

このオカレンスの間に実行可能な、スケ

ジュール設定されたタスクの最大数を設定

します。

UCS-A /system/scheduler/one-time # set
proc-cap {unlimited |max-num-of-tasks}

ステップ 8   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /system/scheduler/one-time #
commit-buffer

ステップ 9   

次の例は、onetimemaintというワンタイムオカレンスをmaintschedというスケジューラに作成し、
同時実行タスクの最大数を 5に設定し、開始日時を 2011年 4月 1日 11：00に設定し、トランザ
クションをコミットします。
UCS-A# scope system
UCS-A /system # scope scheduler maintsched
UCS-A /system/scheduler # create occurrence one-time onetimemaint
UCS-A /system/scheduler/one-time* # set date apr 1 2011 11 00
UCS-A /system/scheduler/one-time* # set concur-tasks 5
UCS-A /system/scheduler/one-time* # commit-buffer
UCS-A /system/scheduler/one-time #
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スケジュールへの繰り返しオカレンスの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   

スケジューラシステムモードを開始します。UCS-A /system # scope schedule
sched-name

ステップ 2   

繰り返しオカレンスを作成します。UCS-A /system/scheduler # create
occurrence recurring
occurrence-name

ステップ 3   

（任意）

Cisco UCSでこのスケジュールのオカレンスを
実行する曜日を選択します。

UCS-A /system/scheduler/recurring #
set day {even-day | every-day | friday
|monday | never | odd-day | saturday
| sunday | thursday | tuesday |
wednesday}

ステップ 4   

デフォルトでは、このプロパティは neverに設
定されています。

（任意）

このオカレンスが開始する時間（時）を指定し

ます。

UCS-A /system/scheduler/recurring #
set hour hour

ステップ 5   

CiscoUCSは、最長期間に到達してい
ない場合でも、すべての繰り返しオ

カレンスを開始されたその日のうち

に終了します。たとえば、開始時刻

を午後 11時に指定し、最長期間を 3
時間に設定した場合、CiscoUCSはオ
カレンスを 11時に開始しますが、午
後 11:59に終了させます。これはわ
ずか 59分後になります。

（注）

（任意）

このオカレンスが開始する時間（分）を指定し

ます。

UCS-A /system/scheduler/recurring #
set minute minute

ステップ 6   

（任意）

このオカレンスの間に同時実行可能なタスクの

最大数を設定します。

UCS-A /system/scheduler/recurring #
set concur-tasks {unlimited |
max-num-concur-tasks

ステップ 7   

タスクの最大数に達すると、スケジューラは新

しいタスクをスケジュールする前に、[minimum
interval]プロパティで設定された時間だけ待機
します。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

このスケジュールオカレンスが実行可能な時

間の最大長を設定します。CiscoUCSは、指定

UCS-A /system/scheduler/recurring #
set max-duration {none |
num-of-hours num-of-minutes
num-of-seconds}

ステップ 8   

された時間内にできるだけ多くのスケジュール

タスクを完了します。

（任意）

システムが新しいタスクを開始するまで待機す

る時間の最小長を設定します。

UCS-A /system/scheduler/recurring #
set min-interval {none | num-of-days
num-of-hours num-of-minutes
num-of-seconds}

ステップ 9   

（任意）

このオカレンスの間に実行可能な、スケジュー

ル設定されたタスクの最大数を設定します。

UCS-A /system/scheduler/recurring #
set proc-cap {unlimited |
max-num-of-tasks}

ステップ 10   

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A /system/scheduler/recurring #
commit-buffer

ステップ 11   

次の例は、maintschedというスケジューラに recurringmaintという繰り返しオカレンスを作成し、
同時実行タスクの最大数を 5に設定し、このオカレンスの実行日を偶数日に設定し、11:05から開
始するように時間を設定してトランザクションをコミットします。
UCS-A# scope system
UCS-A /system # scope scheduler maintsched
UCS-A /system/scheduler # create occurrence recurring recurringmaint
UCS-A /system/scheduler/recurring* # set day even-day
UCS-A /system/scheduler/recurring* # set hour 11
UCS-A /system/scheduler/recurring* # set minute 5
UCS-A /system/scheduler/recurring* # set concur-tasks 5
UCS-A /system/scheduler/recurring* # commit-buffer
UCS-A /system/scheduler/recurring #

スケジュールからのワンタイムオカレンスの削除

これがスケジュールにおける唯一の実行である場合には、そのスケジュールは実行なしで再設定

されます。スケジュールがメンテナンスポリシーに含まれており、そのポリシーがサービスプ

ロファイルに割り当てられている場合、サービスプロファイルに関連付けられているサーバに関

連する保留中のアクティビティは展開できません。保留中のアクティビティを展開するには、1
回限りの実行か繰り返し実行をスケジュールに追加する必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

スケジューラシステムモードを開始

します。

UCS-A /system # scope scheduler
sched-name

ステップ 2   

指定されたワンタイムオカレンスを削

除します。

UCS-A /system/scheduler # delete
occurrence one-time occurrence-name

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A /system/scheduler #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例は、maintschedスケジューラから onetimemaintというワンタイムオカレンスを削除し、ト
ランザクションをコミットします。
UCS-A# scope system
UCS-A /system # scope scheduler maintsched
UCS-A /system/scheduler # delete occurrence one-time onetimemaint
UCS-A /system/scheduler* # commit-buffer
UCS-A /system/scheduler #

スケジュールからの繰り返しオカレンスの削除

これがスケジュールにおける唯一の実行である場合には、そのスケジュールは実行なしで再設定

されます。スケジュールがメンテナンスポリシーに含まれており、そのポリシーがサービスプ

ロファイルに割り当てられている場合、サービスプロファイルに関連付けられているサーバに関

連する保留中のアクティビティは展開できません。保留中のアクティビティを展開するには、1
回限りの実行か繰り返し実行をスケジュールに追加する必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   

スケジューラシステムモードを開始

します。

UCS-A /system # scope scheduler
sched-name

ステップ 2   

指定された繰り返しオカレンスを削除

します。

UCS-A /system/scheduler # delete
occurrence recurring occurrence-name

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A /system/scheduler #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例は、maintschedスケジューラから onetimemaintという繰り返しオカレンスを削除し、トラ
ンザクションをコミットします。
UCS-A# scope system
UCS-A /system # scope scheduler maintsched
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UCS-A /system/scheduler # delete occurrence recurring onetimemaint
UCS-A /system/scheduler* # commit-buffer
UCS-A /system/scheduler #

スケジュールの削除

このスケジュールがメンテナンスポリシーに含まれている場合、ポリシーはスケジュールなしで

再設定されます。そのポリシーがサービスプロファイルに割り当てられている場合、サービス

プロファイルに関連付けられているサーバに関連する保留中のアクティビティは展開できません。

保留中のアクティビティを展開するには、スケジュールをメンテナンスポリシーに追加する必要

があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   

スケジューラを削除し、スケジューラ

モードを開始します。

UCS-A /system # delete scheduler
sched-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /system # commit-bufferステップ 3   

次の例は、maintenanceschedというスケジューラを削除し、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope system
UCS-A /system # delete scheduler maintenancesched
UCS-A /system* # commit-buffer
UCS-A /system #

メンテナンスポリシーの設定

メンテナンスポリシーの作成

はじめる前に

このメンテナンスポリシーを遅延展開のために設定する場合は、スケジュールを作成します。
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手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

指定した組織の組織モードを開始します。ルート組織モー

ドに入るには、「/」を org-nameとして入力します。
UCS-A# scope org
org-name

ステップ 1   

指定されたメンテナンスポリシーを作成し、メンテナンス

ポリシーモードを開始します。

UCS-A /org # create
maint-policy policy-name

ステップ 2   

サービスプロファイルがサーバに関連付けられている場

合、関連付けを完了するにはサーバをリブートする必要が

UCS-A /org/maint-policy #
set reboot-policy
{immediate |

ステップ 3   

あります。 reboot-policyコマンドを指定すると、このメン
timer-automatic |
user-ack} テナンスポリシーを含むすべてのサービスプロファイル

について発生するタイミングを決定できます。有効な値は

次のとおりです。

• immediate：サービスプロファイルが変更されると、
すぐにサーバがリブートします。

• timer-automatic：set schedulerコマンドを使用して、
メンテナンス操作が適用されるタイミングを指定する

スケジュールを選択できます。CiscoUCSはサーバを
リブートし、サービスプロファイルの変更をスケ

ジュールされた時間に完了させます。

• user-ack：変更が適用される前に、ユーザは apply
pending-changesコマンドで明示的に変更を確認する
必要があります。

（任意）

reboot-policyプロパティが timer-automaticに設定された場
合、メンテナンス操作がサーバに適用されるタイミングを

UCS-A /org/maint-policy #
set scheduler
scheduler-name

ステップ 4   

指定するスケジュールを選択する必要があります。 Cisco
UCSはサーバをリブートし、サービスプロファイルの変
更をスケジュールされた時間に完了させます。

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A /org/maint-policy #
commit-buffer

ステップ 5   

次の例では、maintenanceというメンテナンスポリシーを作成し、サービスプロファイルがサー
バに関連付けられるとすぐにリブートするようシステムを設定し、トランザクションをコミット

します。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create maint-policy maintenance
UCS-A /org/maint-policy* # set reboot-policy immediate
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UCS-A /org/maint-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/maint-policy #

メンテナンスポリシーの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。

ルート組織モードに入るには、「/」を
org-nameとして入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定されたメンテナンスポリシーを削除しま

す。

UCS-A /org # delete maint-policy
policy-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3   

次の例は、maintenanceという名前のメンテナンスポリシーを削除し、トランザクションをコミッ
トします。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete maint-policy maintenance
UCS-A /org/maint-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/maint-policy #

保留アクティビティの管理

保留アクティビティの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

組織モードを開始します。UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

ルート組織モードを開始するには、

org-nameに /と入力します。

指定したサービスで組織サービスプロファ

イルモードを開始します。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2   

保留中の変更に関する詳細を表示します。UCS-A /org/service-profile # show
pending-changes [detail | expand]

ステップ 3   
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次に、accountingというサービスプロファイルの保留中の変更を表示する例を示します。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope service-profile accounting
UCS-A /org/service-profile # show pending-changes detail

Pending Changes:
Scheduler:
Changed by: admin
Acked by:
Mod. date: 2010-09-20T20:36:09.254
State: Untriggered
Admin State: Untriggered
Pend. Changes: 0
Pend. Disr.: 0

UCS-A /org/service-profile #

ユーザの確認応答待ちサービスプロファイル変更の展開

CiscoUCSManager CLIユーザの確認応答待ちの、複数のサービスプロファイルの保留中のすべて
の変更を展開することはできません。複数のサービスプロファイルの保留中のすべての変更を同

時に展開するには、Cisco UCS Manager GUIを使用します。

保留中のアクティビティを確認した後、Cisco UCS Managerが影響のあるサーバをリブートす
ることは禁止できません。

重要

手順

目的コマンドまたはアクション

組織モードを開始します。UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

ルート組織モードを開始するには、org-nameに
/と入力します。

指定したサービスで組織サービスプロファイ

ルモードを開始します。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2   

保留中の変更をただちに適用します。UCS-A /org/service-profile # apply
pending-changes immediate

ステップ 3   

Cisco UCS Manager保留中のアクティビティの
影響を受けるサーバがただちにリブートしま

す。

次に、accountingというサービスプロファイルの保留中の変更を適用する例を示します。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope service-profile accounting
UCS-A /org/service-profile # apply pending-changes immediate
UCS-A /org/service-profile #
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スケジュールされたサービスプロファイル変更の即時展開

CiscoUCSManager CLI複数のサービスプロファイルの、スケジュールされているすべての変更を
同時に展開することはできません。複数のサービスプロファイルの、スケジュールされているす

べての変更を同時に展開するには、Cisco UCS Manager GUIを使用します。

保留中のアクティビティを確認した後、Cisco UCS Managerが影響のあるサーバをリブートす
ることは禁止できません。

重要

手順

目的コマンドまたはアクション

組織モードを開始します。UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

ルート組織モードを開始するには、org-nameに
/と入力します。

指定したサービスで組織サービスプロファイ

ルモードを開始します。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2   

保留中の変更をただちに適用します。UCS-A /org/service-profile # apply
pending-changes immediate

ステップ 3   

Cisco UCS Manager保留中のアクティビティの
影響を受けるサーバがただちにリブートしま

す。

次に、accountingというサービスプロファイルの保留中の変更を適用する例を示します。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope service-profile accounting
UCS-A /org/service-profile # apply pending-changes immediate
UCS-A /org/service-profile #
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